
がっこうの
がくしゅう
は　よくわか
りますか？

たのしく　が
くしゅう　で
きています
か？

おうちで
がくしゅうを
しています
か？

いじめや
なかまはず
れを　せず
ひとを　た
いせつに
することが
できていま
すか？

がっこうや
くらすの　や
くそくや　き
まりを　まも
ることが　で
きています
か？

ともだちや
まわりの　ひ
との　よさ
を　みつけ
ることが　で
きています
か？

”はやね　は
やおき　あ
さごはん”な
ど　きそく
ただしい　せ
いかつが
できていま
すか？

けがを　しな
いように
あんぜんに
きをつけて
すごしてい
ますか？

しょくじの
すききらい
をせずに
けんこうに
きをつけて
すごしてい
ますか？

おうちのひ
とに　がっこ
うでの　で
きごとを
はなしてい
ますか？

だれにでも
きもちのよ
い　あいさ
つが　でき
ています
か？

くらすの　と
もだちと
はなしあう
ことで　じぶ
んの　かん
がえを　ふ
かめたり　ひ
ろげたり　で
きています
か？

くらすの　と
もだちと
はなしあっ
て　きめたこ
とに　きょう
りょくして
とりくみ　う
れしかった
ことが　あり
ますか？

そとで　うん
どうしたり
あそんだり
することが
できていま
すか？

１年生

よくできる 61% 75% 61% 77% 71% 58% 43% 63% 58% 54% 43% 61% 63% 56%
できる 30% 20% 28% 20% 22% 34% 39% 30% 30% 29% 47% 30% 30% 30%

あまりできない 9% 5% 5% 3% 6% 6% 14% 4% 9% 15% 10% 6% 4% 13%
できない 0% 0% 6% 0% 1% 1% 3% 1% 3% 1% 0% 3% 1% 1%
２年生

よくできる 68% 75% 55% 77% 33% 54% 42% 65% 68% 52% 39% 49% 57% 71%
できる 30% 23% 32% 22% 58% 35% 42% 25% 26% 33% 52% 41% 33% 22%

あまりできない 1% 1% 10% 1% 6% 12% 10% 4% 3% 10% 7% 6% 10% 7%
できない 0% 0% 3% 0% 0% 0% 0% 4% 3% 4% 0% 0% 0% 0%
３年生

よくできる 58% 64% 43% 79% 39% 50% 54% 66% 50% 51% 38% 51% 51% 62%
できる 42% 28% 41% 18% 52% 39% 37% 24% 41% 32% 47% 38% 40% 25%

あまりできない 1% 5% 11% 2% 8% 8% 7% 3% 5% 11% 10% 5% 5% 8%
できない 0% 3% 4% 1% 0% 3% 2% 6% 3% 6% 3% 3% 2% 5%
４年生

よくできる 43% 51% 40% 76% 38% 34% 44% 56% 52% 36% 34% 42% 32% 65%
できる 42% 30% 41% 8% 45% 44% 25% 25% 30% 33% 38% 38% 44% 14%

あまりできない 2% 5% 7% 1% 5% 8% 18% 3% 5% 14% 12% 8% 11% 8%
できない 0% 1% 0% 1% 0% 2% 1% 2% 0% 5% 3% 0% 1% 0%
５年生

よくできる 57% 49% 42% 81% 36% 30% 40% 50% 53% 54% 26% 42% 36% 54%
できる 40% 42% 43% 19% 60% 57% 37% 37% 40% 23% 59% 48% 54% 33%

あまりできない 2% 8% 10% 0% 4% 11% 19% 12% 2% 16% 13% 9% 10% 11%
できない 0% 1% 4% 0% 0% 2% 4% 1% 4% 7% 2% 0% 0% 1%
６年生

よくできる 54% 50% 41% 87% 40% 43% 34% 68% 59% 58% 36% 45% 36% 58%
できる 44% 43% 51% 12% 47% 48% 36% 22% 33% 18% 49% 47% 54% 17%

あまりできない 2% 7% 8% 1% 10% 7% 25% 8% 7% 20% 13% 7% 9% 17%
できない 0% 0% 0% 0% 2% 2% 3% 2% 1% 5% 2% 1% 0% 8%
やまゆり
よくできる 75% 75% 100% 100% 75% 100% 75% 100% 75% 100% 100% 75% 100% 75%
できる 25% 25% 0% 0% 25% 0% 25% 0% 25% 0% 0% 25% 0% 25%

あまりできない 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0%
できない 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0%

保護者
学校の様子が
わかる

よくできる 26% 27% 26% 58% 56% 43% 39% 36% 27% 30% 40% 22%
できる 67% 60% 56% 42% 43% 53% 50% 61% 59% 52% 56% 67%

あまりできない 6% 12% 16% 0% 1% 3% 10% 3% 13% 16% 4% 10%
できない 1% 1% 1% 0% 0% 0% 1% 0% 0% 1% 0% 0%
教職員
よくできる 9% 30% 9% 30% 17% 22% 9% 13% 17% 17% 43% 13%
できる 83% 65% 78% 65% 65% 65% 65% 78% 70% 57% 39% 48%

あまりできない 4% 0% 9% 4% 13% 9% 13% 0% 0% 13% 13% 30%
できない 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 4% 0% 0% 0% 4%
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  お忙しい中，学校づくりアンケートにご協力いただきありがとうございました。この

アンケートは，子どもたちや保護者，地域の方々の一人一人の声を大切にすると共に，

共通認識のもと連携して取組をすすめ，子どもたちの学校生活をより  

よいものにすることを目指しています。 

  

アンケート結果を全職員で共

有し，今年度の教育活動を振

り返るとともに，次年度の桂

坂小教育に活かせるように分

析を進めています。  

☆今年度より，Forms でのアンケートを行っています。結果の表示方法を変更しています。 

「いじめや仲間はずれをしない」「ルールや決まりを守っている」

と感じている児童が多いのは桂坂小の素敵な所です。コロナ禍で

新たな決まりもできていますが，「なぜ守る必要があるのか」  

「なぜ人を大切にしなければいけないのか」ということについて

も子どもたちがしっかりと考えられるようにしていきたいと思

います。  

あいさつは本校教育目標でもある「人と豊かにかかわる」ために大切な

ことであり，お互いが気持ちよくすごすために必要なものです。どの学

年でも「あまりできない」と考えている児童がいます。学校，地域，家

庭の中でいろいろな人とかかわる子どもたち。まずは，大人から気軽に

あいさつできる雰囲気を作っていきたいと思います。  

「学習が楽しい」「よくわかる」と感じている児童は多いようで

す。しかし，保護者の方や教職員では，よくできると感じている

人は少ないです。子どもたちの意欲を高めながら，一人ひとりの

子どもが理解し，理解したことを活用できるような力を今後もつ

けていく授業を進める必要があると考えます。  



学校教育目標  

『人と豊かにかかわり 進んでまなび 

ふかめ合う桂坂の子』 

 

 

 

 

  

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度も，本とお話し

のクラブのみなさんにお

世話になり，各学年ごと

に読み聞かせをしていた

だきました。目で見て耳

で聞くことで，より内容

がわかり，本の世界を楽

しむことができました。  

「豊かにかかわり」「進んでまなぶ」「ふかめ合

う」「活用」という４つの視点で教職員研修を進

めてきました。桂坂の子どもたちに合う授業づく

りを教職員全体で考えています。  

学級の中で，毎月 1 回取り

組んでいます。子どもたち

は，自分や友達のよさを実感

したり，人の温かさを感じた

りして，豊かな心を育んでい

ます。  

新たな学びのツールとしてど

の学年でも GIGA 端末を活用を

しています。学ぶためだけでな

く，学んだことを「発信する」

ためのツールとしても活用でき

るようにしていきます。また，

学級閉鎖時には持ち帰りを行

い，家庭での学習使用も試みて

います。  

総合的な学習の時間や外国語科の学習では，地域の

コミュニティティーチャーに自分たちがこれまで学習

してきたことを伝えたり，アドバイスをもらったりし

ています。感染症対策で対面でできない時期もＺｏｏ

ｍを活用しながら，「人からまなぶ」ことを意識して

きました。また，「日文研出前授業」「非行防止教室」

「モノづくり学習」等，外部講師の方にもたくさん教

えていただきました。  

桂坂小学校  

保護者  教職員  

子ども  

“自分の”  

桂坂小学校  

“みんなの” 

桂坂小学校 

地域 

協働意識  情報共有  

学校評価「保護者・児童アンケート」の結果を受けて，学校運営協議会で話し合いを行いました。  

今回いただきました貴重なご意見を受けまして，すべての子どもが安心でき，学ぶこと，友達とかかわることを楽しいと思える学校の実現を目指して，   

次年度も教育活動に取り組んでいきたいと思います。保護者や地域の皆様にもご理解とご協力をいただきますように，どうぞよろしくお願いいたします。  

学習への意欲，授業・行事について 

まん延防止措置等で教育活動が制

限され，特に音楽や体育などの実技教

科が十分に実施できなかったことが

残念だ。歌声を合わせたり，心を合わ

せたりすることはとても大切な経験

である。しかし，制限があるからこそ，

できるとなったときには喜びを感じ

ながら集中して取り組むだろう。新型

コロナの感染拡大状況には波がある

ようなので，時期を変更して実施する

など，年間計画も柔軟に見直しながら

進めていくのがよい。 

まなびの定着，GIGA 端末の利用について 

感染症関連で学校を休むときに，GIGA 端末を使用したことは子どもたちのまなび
の保障や安心感につながったと感じる。しかし，ネットワーク環境の整備やネット
との付き合い方・判断力・危険性の理解等，情報モラルの問題も多く残されている
ので，家庭での支援が必要となってくる。まなびをより深めるため，また安全な活
用にむけて，使用のガイドラインを地域と家庭と連携して作成していきたい。 

人間関係力，安全について 

児童のアンケートの結果は概ねよい。しかし，「家の人に学校の話をしているか」
という質問で，「できていない」と答えている児童が数パーセントいる。仕事で子
どもと多く関われない家庭もあるだろうが，子どもの SOS にすぐに気付けるよう
にしておくことが重要であり，見抜く力が大人に求められている。このような子ど
もの受け皿を，地域共同体でつくることもしていきたい。子どもたちを正しい方へ
導くのも大人である。交通安全についても大人が意識し，子どもたちの手本となる
ようにしなければならない。 


